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夏
期
日
本
語
・
日
本
事
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
中
の
学

生
が
７
月
２９
日
、
憧
れ
の
弓

道
を
体
験
し
た
。
米
オ
レ
ゴ

ン
大
学
な
ど
米
中
仏
の
４
大

学
生
７
人
で
、
「
日
本
の
武

道
に
ふ
れ
て
み
た
い
」
と
い

う
熱
望
に
弓
道
部
が
こ
た

え
、
上
半
身
だ
け
道
着
を
着

用
し
て
の
体
験
試
射
に
挑
ん

だ
。部

員
の
模
範
演
武
を
観
賞

し
た
後
、
参
加
者
は
部
員
と

１
対
１
で
練
習
を
開
始
。
は

じ
め
は
練
習
用
の
ゴ
ム
弓

で
、
流
れ
を
つ
か
ん
だ
と
こ

ろ
で
本
物
の
弓
と
矢
を
構
え

て
一
連
の
動
作
を
繰
り
返
し

確
認
。
２５
分
練
習
し
、
射
場

の
芝
生
に
下
り
立
っ
た
。

的
に
当
て
る
弓
道
の
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

の
部
員
の
計
ら
い
で
、
本
来

の
射
距
離
２８
㍍
を
約
４
分
の

１
に
縮
め
て
的
（
直
径
３６

㌢
）
を
ね
ら
う
。
「
弓
を
持

つ
手
が
ブ
ル
ブ
ル
震
え
る
、

難
し
い
」
と
い
う
声
の
中
、

命
中
が
出
る
と
歓
声
が
上
が

っ
た
。

「
分
か
り
や
す
く
教
え
て

も
ら
っ
た
」
（
仏
リ
ヨ
ン
政

治
学
院
の
ク
リ
ス
テ
ル
・
ラ

ザ
ナ
コ
ロ
ナ
さ
ん
）、「
当
た

ら
な
か
っ
た
け
ど
楽
し
い
。

矢
が
放
た
れ
る
と
ス
ー
ッ
と

し
た
」
（
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学

の
デ
ィ
ア
ナ
・
チ
ェ
ン
さ

ん
）、「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
よ
り

断
然
難
し
い
」
（
米
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ウ
ォ
ン
さ
ん
）
と
終
了

後
も
弓
道
談
議
が
続
い
た
。

「
世
界
で
最
も
激
し
い
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
」
と
い
わ
れ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
世
界
大
会
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
２

０
１
４
」
（
８
月
９
日
開

幕
、
豪
州
メ
ル
ボ
ル
ン
市
）

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
「
専
修

パ
ワ
ー
ズ
」
の
選
手
８
人
と

ス
タ
ッ
フ
１
人
が
、
日
本
代

表
「
サ
ム
ラ
イ
ズ
」
の
一
員

と
し
て
参
戦
し
て
い
る
。

【
選
手
】
▽
田
邉
大
知
（
経

済
４
※
）
▽
佐
藤
拓
未
（
法

４
※
）
▽
左
右
田
智
和
（
商

４
）
▽
関
根
洸
平
主
将
（
経

営
３
）
▽
恒
遠
拓
人
（
経
営

３
）
▽
松
本
勇
佑
（
商
３
）

▽
佐
々
木
吉
春
（
経
済
２
）

▽
伊
藤
純
平
（
帝
京
大
学
経

済
学
部
２
年
）【
ス
タ
ッ
フ
】

石
井
奈
生
子
（
文
４
※
）
敬

称
略
。※
は
２
回
目
の
出
場
。

同
カ
ッ
プ
は
３
年
に
１
度

の
開
催
。
サ
ム
ラ
イ
ズ
は
０２

年
大
会
か
ら
５
大
会
連
続
の

出
場
で
最
高
は
０８
年
大
会
の

８
位
。
今
大
会
は
前
回
準
優

勝
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

戦
（
１０
日
）
を
皮
切
り
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
（
１３
日
）
、
ト

ン
ガ
（
１５
日
）
と
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
で
対
戦
す
る
。

高
校
ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
プ
レ
ー
し
て
い
た
関

根
主
将
は
、
大
学
入
学
を
機

に
、
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
よ
う
」
と
同
愛
好
会

に
入
会
。「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
ツ
の
要
素
が
混
じ
り
合
い

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
」
と

魅
力
を
語
る
。
初
の
世
界
大

会
に
向
け
「
出
場
経
験
の
あ

る
先
輩
た
ち
の
話
を
聞
き
、

日
本
代
表
を
目
指
し
て
き

た
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

２
回
目
の
出
場
と
な
る
田

邉
さ
ん
は
「
前
回
の
悔
し
涙

を
バ
ネ
に
、
今
回
は
チ
ー
ム

の
中
心
と
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
、
佐
藤
さ
ん
は
「
前

回
感
じ
た
世
界
と
の
距
離
を

ど
れ
だ
け
詰
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
、
楽
し
み
で
す
」

と
コ
メ
ン
ト
。
ま
た
、
「
日

本
代
表
と
し
て
強
い
気
持
ち

で
プ
レ
ー
し
た
い
」
（
左
右

田
さ
ん
）、「
得
意
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
プ
レ
ー
で
世
界
と
戦
い

た
い
」（
松
本
さ
ん
）
な
ど
、

選
手
た
ち
か
ら
は
力
強
い
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
…
１
８
５
０
年

代
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
考

案
さ
れ
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

１
種
。
長
直
径
１
８
５
㍍
×

短
直
径
１
５
０
㍍
（
長
さ
は

競
技
場
に
よ
っ
て
異
な
る
）

だ

え
ん

の
楕
円
形
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
る
。

１
チ
ー
ム
１８
人
。
楕
円
形

の
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に
蹴
り

込
む
こ
と
で
得
点
と
な
る
。

ボ
ー
ル
を
運
ぶ
手
段
は
「
キ

ッ
ク
」「
ハ
ン
ド
パ
ス
」（
握

り
こ
ぶ
し
で
ボ
ー
ル
を
は
じ

く
）「
ラ
ン
ニ
ン
グ
」（
１５
㍍

以
内
に
ド
リ
ブ
ル
な
ど
で
一

度
地
面
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
い
）
の
３
種
類
。

守
備
側
は
パ
ス
カ
ッ
ト
や

ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
な
タ
ッ
ク

ル
で
ボ
ー
ル
を
奪
う
。
「
ハ

イ
マ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
プ

レ
ー
が
最
高
の
見
せ
場
。
１５

㍍
以
上
離
れ
た
選
手
か
ら
の

キ
ッ
ク
を
、
体
を
ぶ
つ
け
合

い
な
が
ら
空
中
で
キ
ャ
ッ
チ

す
る
。

専
大
杖
道
会
の
メ
ン
バ
ー

が
大
活
躍
｜
｜
７
月
１９
日
、

東
京
・
足
立
区
の
東
京
武
道

館
で
開
か
れ
た
第
２６
回
東
京

都
杖
道
大
会
（
東
京
都
剣
道

連
盟
主
催
、
東
京
新
聞
な
ど

後
援
）
で
、
専
大
勢
は
全
８

階
級
（
八
段
～
１
級
以
下
の

部
）
の
う
ち
４
階
級
を
制
覇

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

専
大
杖
道
会
の
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

〔
四
段
の
部
〕
橋
本
将
朋（
平

２２
文
）
／
カ
ン
パ
ナ
ー
レ
・

ピ
エ
ト
ロ
（
武
光
塾
杖
道
会

所
属
）

〔
二
段
の
部
〕
大
澤
里
美（
文

４
）
／
田
中
淳
子
（
同
）

〔
初
段
の
部
〕
加
藤
千
智（
文

２
）
／
杉
崎
千
春（
法
２
）

〔
１
級
以
下
の
部
〕
日
向
弘

征
（
法
１
）
／
幕
田
龍
輔
（
経

営
１
）

加
藤
・
杉
崎
組
は
昨
年
に

続
く
連
覇
。

専
大
杖
道
会
は
、
創
部
１５

年
を
迎
え
た
。
創
設
当
時
は

け
い

こ

稽
古
場
の
確
保
が
困
難
で
、

部
員
も
集
ま
ら
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、
今
年
、
１
年
次

生
が
２０
人
入
部
、
総
勢
約
５０

人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合

体
育
館
卓
球
場
な
ど
で
ほ
ぼ

週
２
回
、
稽
古
に
汗
を
流
し

て
い
る
ほ
か
、
東
京
・
千
代

田
区
の
日
経
新
聞
社
杖
道
部

の
稽
古
に
も
参
加
。
自
主
稽

古
の
場
も
増
え
た
。

「
貴
重
な
時
間
と
場
所
を

存
分
に
使
っ
て
稽
古
に
励
ん

で
い
る
」
と
話
す
の
は
代
表

の
山
崎
真
美
さ
ん
（
商
３
）。

同
会
顧
問
の
宇
都
榮
子
人

間
科
学
部
長（
錬
士
六
段
）は

「
古
川
瞬
也
師
範
（
範
士
八

段
）、
副
師
範
の
桝
井
一
之
、

上
田
敦
子
両
教
士
七
段
の
高

段
者
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
け

る
の
は
、
大
き
な
強
み
」。「
こ

の
勢
い
で
１０
月
５
日
の
全
国

大
会
に
臨
み
、
来
年
度
に
も

つ
な
げ
た
い
」
と
さ
ら
な
る

活
躍
に
期
待
す
る
。

※
杖
道
は
、
４
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
棒
術
の
一

種
。
防
具
を
使
わ
ず
、
２

人
１
組
で
一
方
が
杖
、
他

方
が
木
刀
で
立
ち
向
か

い
、
指
定
さ
れ
た
立
ち
合

い
の
形
を
２
組
が
同
時
に

演
武
し
、
正
確
さ
、早
さ
、

鋭
さ
な
ど
を
競
う
。

生
田
で
海
外
留
学

国
際
交
流
フ
ェ
ア

留
学
や
国
際
交
流
に
興
味

の
あ
る
学
生
に
、
留
学
か
ら

帰
国
し
た
学
生
や
外
国
人
留

学
生
が
経
験
や
情
報
を
伝
え

る
「
第
１１
回
専
修
大
学
海
外

留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
」

が
７
月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
∥
写
真
。

帰
国
学
生
に
よ

る
個
別
相
談
、

留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
別
研
修
校
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
留
学
経

験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る

講
演
会
「
留
学

と
就
職
」
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
。

国
際
交
流
会
館

の
見
学
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
た
。

延
べ
４
０
０
人
を
超
え
る

学
生
が
来
場
し
、
留
学
へ
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。参

加
学
生
か
ら
は
「
留
学

を
前
向
き
に
考
え
た
い
」

「
現
地
の
様
子
が
詳
し
く
分

か
り
、
参
考
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

１４
年
度
中
期

留
学
生
６
人

２
０
１
４
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
語
、
中
国

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
３
コ
ー

ス
。
い
ず
れ
も
後
期
）
の
留

学
生
６
人
が
決
定
し
た
。
留

学
先
と
派
遣
期
間
、
氏
名
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
８
月
２３
日

～
１２
月
１５
日
）

▽
岩
村
大
士
（
文
３
）
▽
角

田
昌
弘
（
文
２
）

●
上
海
大
学
（
中

国
、
９
月
１３
日
～

２
０
１
５
年
１
月

２５
日
）

▽
藁
谷
瑠
奈
（
経

済
３
）
▽
下
坪
真

莉
（
経
営
３
）
▽

片
貝
絵
奈
（
文

２
）

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ

カ
ー
ナ
大
学
（
メ

キ
シ
コ
、
８
月
６

日
～
１２
月
８
日
）

▽
福
本
詩
乃
（
文

３
）



米
中
仏
の
４
大
７
学
生


東京都大会で大活躍

▲ 二段の部優勝の大澤（左）田中組

▲ ４階級を制覇した専大杖道会

専大杖道会４階級制覇

を体験弓道弓道憧れの

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
大
会
日
本
代
表「
サ
ム
ラ
イ
ズ
」

専
修
パ
ワ
ー
ズ
の
９
人
参
戦

▲ 日本代表の練習でハイマークを決める田邉さん

�

世
界
大
会
に
臨
ん
だ
メ
ン
バ
ー
（
前
列
左
か
ら
恒
遠
、

関
根
主
将
、
松
本
、
佐
々
木
。
後
列
左
か
ら
石
井
マ

ネ
、
田
邉
、
佐
藤
、左
右
田
）

�

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

（
中
央
）
と
中
期
留
学
生

�

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
的
を
狙
う
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